


《特集》 加工面を評価する装置と評価事例 

 

【特集１】 

表面評価方法と評価装置の現状 

Methods and current status of equipments used for surface analysis 
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表面加工研究への透過型電子顕微鏡法の応用 

The application of transmission electron microscopy to the surface engineering and 
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顕微ラマン分光による微小領域の応力・結晶性評価 

Characterization of stress and crystallinity in local area using Micro-Raman spectroscopy 

山口誠，斉藤奈美子，飯塚保，上野滋 

Makoto YAMAGUCHI, Namiko SAITO, Tamotsu IIZUKA and Shigeru UENO 

Key words: Raman spectroscopy, stress, surface, silicon, MEMS, micro-machining, cutting, 

grinding 
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オージェ電子分光法を利用した微小異物分析 

Analysis of fine defects using AES 
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【特集５】 

加工面の摩擦係数とぬれ性の測定 

Measurement of coefficient of friction and wetting characteristics on the surfaces         

当舎勝次 

Katsuji TOSHA 
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《論文》 

【論文１】 

ホーニング音の研究 

 

作業者に与える心理的影響 

 

上田隆司，佐久間邦郎，八重沢敏男 

 

Studies on honing sound 

Psychological influence of honing sound on worker 

 

Takashi UEDA,Kunio SAKUMA and Toshio YAEZAWA 

 

本研究では，ホーニング音が作業者に与える影響について，ホーニング音環境下において内田クレペ

リン精神検査を行うことにより，作業能率に及ぼす影響を定量的に調べた．その時の作業者の脳波を

測定し，作業者心理に及ぼす影響を把握した．得られた結果をまとめると次のようになる．高音圧の

ホーニング音環境下においても，作業曲線の異常は定型崩れにとどまり，被験者の心理状態が極めて

異常な状態に陥ることはなかった．ホーニング音の心理的影響と作業能率への影響は，主に「初頭努

力の欠如」が現れ，作業に対する取りかかりが悪くなった．ホーニング音が周期性のある騒音である

ことから，時間の経過に伴いホーニング音の心理的影響は小さくなり，このため後期におけるその影

響は小さかった．ホーニング音の影響の度合いには個人差があるが，誤謬の過多などを生じるほどの

大きな影響を及ぼすことはなかった． 

 

Key words: honing sound,sound pressure,psychological influence,Uchida Kraepelin test,brain 

wave 

 

 

 



【論文２】 

金型深彫り加工用小径ボールエンドミルの開発 

 

－びびり振動を抑えた深彫り加工の可能性－ 

 

赤松猛史，北嶋弘一，桐山達也，南野修司，松本有司 

 

Development of small radius ball end mill for deep precision machining 

- Possibility of deep precision machining less chatter vibration - 

 

Takeshi AKAMATSU, Koichi KITAJIMA, Tatsuya KIRIYAMA, Shuichi MINAMINO and Yuji MATSUMOTO 

 

金型は，旋削加工，穴あけ加工，フライス加工などの切削加工の他に研削加工，研磨加工，放電加工

などを加えた加工技術の集約によって加工されている．これまで，複雑形状の精密金型の加工，とく

に金型の深彫り加工に対してはエンドミルなどの切削工具では加工が困難なために放電加工に頼る

ところが大きかったが，その加工能率の低さや加工変質層の生成などの問題点が指摘されており，近

年ではエンドミルによる切削加工が一般化されてきている．本研究は，小径ボールエンドミルを金型

の深彫り加工へ適用に対する際の切削加工特性，すなわち工具の回転挙動，切削抵抗，実質切込み比

率および加工精度について体系的に検討し，深彫り加工用小径ボールエンドミルの最適設計に対する

指針を得ることを目標としている． 

本報告では，小径ボールエンドミルの工具寿命の観点から工具摩耗による影響を検討するとともに，

工具摩滅量を考慮した工具の実質たわみ量を把握し，深彫り加工における加工精度の向上に対する設

計指針を得た． 

 

Key words: small radius ball end mill, coating film material, surface roughness, rate of real 

depth of cut 

 

 

 



【論文３】 

ゲルマニウム単結晶基板の化学的機械的研磨における酸化剤の効果 

 

越山勇，千田哲司，正井治夫，星屋佐知子 

 

A study on the effect of oxidants in chemical mechanical polishing of germanium 

mono-crystalline wafers 

 

Isamu KOSHIYAMA, Tetsushi SENDA, Haruo MASAI and Sachiko HOSHIYA 

 

砥粒と酸化剤を含むスラリーによるゲルマニウム単結晶基板の化学的機械的研磨について検討した．

その結果，研磨能率は，砥粒の添加量にはあまり依存せず，酸化剤の濃度に依存することがわかった．

酸化剤に関しては，過酸化水素，次亜塩素酸ナトリウムおよびオルト過ヨウ素酸と研磨能率の関係に

ついて検討した．これらの酸化剤のうちでは標準電極電位がもっとも高く，酸化力も強いと考えられ

る過酸化水素が研磨能力がもっとも低かった．  

砥粒としては一般的なコロイダルシリカ，フュームドシリカ，アルミナおよびジルコニアについて検

討したが，機械的作用の小さいコロイダルシリカを用いた場合に優れた研磨表面が得られた．これら

の結果から，酸化剤とゲルマニウム表面の反応が研磨の律速段階であることおよび砥粒としては，機

械的な作用が弱く，ゲルマニウム表面にダメージを与えないコロイダルシリカのような砥粒が適して

いることがわかった． 

 

Key words: germanium, mono-crystalline wafers, chemical-mechanical polishing, oxidants, 

abrasives 

 

 

 



【論文４】 

セラミックスの水潤滑特性に及ぼす表面テクスチャの影響 

 

足立幸志，大塚克則，王暁雷，加藤康司 

 

Effect of surface texture on water lubrication properties of advanced ceramics 

 

Koshi ADACHI, Katsunori OTSUKA, Xiaolei WANG and Koji KATO 

 

炭化ケイ素は，水中において極めて低い摩擦を発現するため，近年水中で機能する機械機器のシール，

軸受のための材料として大いに期待されている．しかし粘性の低い水を潤滑剤とするため，従来の油

を用いるシステムと比較し，焼付き荷重が低いという欠点を有している． 

そこで本研究では，炭化ケイ素の水中摩擦において低摩擦状態を持続できる焼付き荷重を向上させる

新しい摩擦表面のテクスチャリングを設計しその有効性を実証する．さらに実験結果に基づき，焼付

き荷重向上のためには流体動圧効果の発生源とともにトライボケミカル反応を促進するための水の

供給源としての表面テクスチャが有効であることを明らかにする． 

 

Key words : surface texture, water lubrication, advanced ceramics, hydrodynamic pressure, 

tribo-chemical reaction 

 

 

 



【論文５】 

小径穴超音波加工に関する研究 

第 4報：キャビテーション気泡群の影響について 

 

田中信一, 高木純一郎, 横沢 毅 

 

Study on ultrasonic machining of small diameter holes 

4th report: Influence of cavitation  

 

Shinichi TANAKA, Jun-ichiro TAKAGI and Tsuyoshi YOKOSAWA 

 

遊離砥粒を用いた超音波加工においては，さまざまな加工条件の変動が加工精度，加工効率などに影

響を与える．本研究では，工具材として焼結ダイヤモンド(PCD)，S45C，SUS304 を用い，超音波振動

により発生するキャビテーション気泡群が，工具先端面，加工穴底面の面粗さ，スラリーの挙動にど

のような影響を与えるか調べた．その結果 (1) 工具直径 5.0mm，3.0mm では，工具外周部から 0.5mm

程度の幅のリング状に R 凸断面形状に盛り上がった状態となった工具摩耗がみられる (2) 工具直

径 3.0mm 以上と 1.5mm 以下の間で，工具先端面でのキャビテーション気泡群の発生状態，およびその

影響によるスラリーの工具直下への流入状態が異なる (3) 工具直径 1.5mm のときに最も加工穴底

面の面粗さが大きくなる．それよりも工具直径が小さくなるにつれて，加工穴底面の面粗さは小さく

なっていくことがわかった．  

 

Key words: ultrasonic machining, cavitation, roughness, tool diameter, tool material 




